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１　はじめに

　子どもたちの携帯電話所持の低年齢化やケータイに

関わる種々の問題が指摘されている１）～５）。だが現代

の子どもたちが日常的に身近に接する機会の多い電子

機器類は他にも存在し、ゲーム機もその一つである。

メーカー各社の競合・開発・販売等は年々進み、ゲー

ム機もまたインターネットに接続が可能になっている

現状である。子どもたちのゲーム機利用が出発点とな

り、それがインターネット利用者の幅の広がりにつ

ながっている側面も否定できない。この点を踏まえ、

ゲーム機を用いてもインターネットを利用することが

可能となった今、ユーザーとなりうる青少年の健全な

育成のために、その利用を制限する諸機能が各社に

よって整備されている。その一つがペアレンタルコン

トロール機能である。

　ネット・ケータイ問題という概念を包括的に捉える

場合、子どもたちのゲーム機との接触の問題、ゲーム

からインターネットへのつながりの問題、各種コンテ

ンツの使用制限に関する問題は、決して切り離して考

えることはできないといえる。

　また一方で、ネット・ケータイ問題全般に対し悩み

を抱える子どもたちや保護者が年々増加しつつある。

ネットいじめ系問題、有害情報・情報発信系問題、

ネット依存問題に代表されるネット・ケータイ問題の

３側面へのきめ細かな対応と真の意味でのネットリス

ク教育推進の重要性が今日叫ばれている。

　以上の問題意識に立脚し、弘前大学教育学部「ネッ
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者が子どものインターネット利用の実態を十分に把握できていない点、③青森県の市街地域と農村・漁村地域では

特段の差は見らず、また、全国調査とも同一傾向を示した点、④ゲーム機のフィルタリング、ペアレンタルコント

ロールに関し、その認知度、利用、機能設定の状況について低い点、などが明らかになった。
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ト・ケータイ問題」研究プロジェクト及び同ネットパ

トロール隊調査部ではこれまでに既に、携帯電話販売

店舗や高校生を対象とした調査を実施した。この調査

では、青少年インターネット環境整備法施行後６ヵ月

経過した時点でフィルタリング設定、メール受信拒否

設定、ネットいじめの方法等に対する携帯電話販売員

の知識等を明らかにする目的で青森県内の当該販売店

に訪問調査を行なった。その結果、フィルタリング加

入の重要性等をユーザーに説明した販売員は約５割、

ネットいじめの方法の認識は低いなどの結果が判明し

た。また、青森県内高校生の携帯電話購入状況やフィ

ルタリング設定状況等を調査したところ、フィルタリ

ング利用率が約４割と低いこと等が判明した、といっ

た実情が明らかになってきた６）～７）。また同時に、①

携帯電話販売店舗への研修強化、知識習得、ユーザー

への詳細かつ丁寧な説明、フィルタリングサービスの

改善等の要望、②中高生や保護者、教育関係者等へ

フィルタリングサービス利用の重要性や問題解決の必

要性等を訴える緊急アピールを公表する、等の現実的

な対応策の提言・公開も行ってきた。これらの研究・

社会的介入実践成果を踏まえ、その延長線上にある本

研究では、ネット接続可能ゲーム機が今後のインター

ネット問題のひとつの焦点になるという仮説に基づ

き、ゲーム機によるネット利用の実態を明らかにする

目的で質問紙調査を行なった。

２　調査方法・概略

　本調査では、対象とする地域を青森県津軽地区・下

北地区とし、各地区の三つの市で実施した。学校抽

出・紹介にあたっては各市の教育委員会の協力を得

た。また各地区では、市街地と農業・漁業地域での子

ども数がほぼ同数になるように抽出した。

　調査対象者は小４～中２の児童･生徒（以下「子ど

も」と省略）1182人、保護者692人とした。調査方法

を質問紙とし、2011年1～2月までの期間に実施した。

　有効回答数は、子ども783人（66.2％）、保護者573

人（82.8％）であった。子どもの有効回答数が低く

なった原因は、回答する必要のない質問項目に答えて

いたり、複数回答ではない質問において複数の回答を

選択していたりする回答用紙が多かったためである。

　本調査の先行研究には、①日本 PTA 全国協議会

「平成22年度－子どもとメディアに関する意識調査」

（2011.3.）、②ネットスター第11回「家庭でのインター

ネット利用実態調査」（2010.3.）、③内閣府「青少年の

ゲーム機等の利用環境実態調査」（2011.3.）がある。

このうち③については、調査時期が我々と同時期であ

り、問題意識も共通で質問項目も類似しているものが

多く、考察に有効である。

　調査内容としては、所持率だけでなく、購入した動

機や利用状況、フィルタリングやペアレンタルコント

ロール機能などで対策をしているか、家庭内でゲーム

機に関するルールを決めているかなど、ゲーム機から

のネット利用について焦点を絞り、その実態を明らか

にしている点が特徴である。

　

３　調査結果と考察

（1） 子どもの調査結果

　表１－１－１から表１－１－３まででは、「次の

ゲーム機が家にありますか（複数回答可）」という質

問に対する回答と、ゲーム機の所持率をまとめたもの

である。全体の９割以上（96.4%）が何らかのゲーム

機を所持している。また、全体の約９割（93.0%）が

ネット接続可能なゲーム機を所持している。ネット接

続可能なゲーム機の中では、DS（Dual Screen）の所

持率が最も高い。

　次に、表１－２は「質問１でゲーム機がないと答え

た理由を教えて下さい。（複数回答可）」という問いの

結果である。「興味がない」と答えた割合が46.4% と

最も高い。

　表１－３は「質問１で答えたゲーム機を買っても

表１－１－１　ゲーム機の所持状況

質問１．ゲーム機の種類（複数回答）

① PSP ② PS3 ③ DSi ④ DS ⑤ Wii ⑥ Xbox ⑦その他 ⑧ない

小（430人） 52.6％ 18.2％ 53.1％ 80.4％ 64.4％ 3.3％ 46.0％ 1.4％

中（353人） 62.8％ 14.2％ 38.4％ 79.8％ 48.0％ 2.4％ 34.7％ 6.6％

全体
（783人）

割　合 55.0％ 15.8％ 45.0％ 77.3％ 55.2％ 2.8％ 39.6％ 3.6％

回答数 431 124 352 605 432 22 310 28
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らった理由を教えて下さい。（複数回答可）」という問

いへの回答結果である。ゲーム機所持者の中では「や

りたいソフトがあった」が73.8％と最も高かった。そ

れに次いで「みんなが持っているから」が37.6％あり、

周囲に流されて（集団同調）購入している子どもが多

いと思われる。「ゲーム以外のこともできるから」が

23.3％あり、ゲーム機に対し付加価値を求めているこ

とが分かる。

　表１－４－１から表１－４－７までは、「質問１で

答えたゲーム機で、インターネット（オンライン対

戦８）　を含む）を使ったことがありますか？（複数回

答可）」、「インターネットで何をしましたか？」、「質

問１で答えたゲーム機に『フィルタリング機能』を

かけていますか？」という問いへの回答結果である。

表１－１－２　ゲーム機の所持率

ゲーム機の所持率《全体》

所持している 所持していない 計

755 28 783

/有効回答数（783人） 96.4％ 3.6％

表１－１－３　ネット接続可能なゲーム機の所持率

ネット接続可能なゲーム機の所持率(質問１の①から⑥を一つでも所持している)

　 所持している 所持していない 計

　 728 27 755

/ゲーム機所持者（755人） 96.4％ 3.6％

/有効回答数（783人） 93.0％ 7.0％

表１－２　ゲーム機不所持理由

質問２．ゲーム機不所持の理由（複数回答）

①欲しいが、買って
もらえないから

②興味がない
③ゲーム機以外でゲーム

をやっているから
④勉強の妨げ

になるから
⑤その他

小（6人） 33.3％ 16.7％ 16.7％ 16.7％ 50.0％

中（22人） 18.2％ 54.5％ 31.8％ 13.6％ 9.1％

全体
（28人）

割　合 21.4％ 46.4％ 28.6％ 14.3％ 17.9％

回答数 6 13 8 4 5

表１－３　ゲーム機を買ってもらった理由

質問３．買ってもらった理由(複数回答)

①やりたいソフト
があった

②みんな持ってい
るから

③ゲーム以外のこ
ともできるから

④ゲーム機本体に
魅力があるから

⑤その他

小（424人） 71.0％ 39.4％ 25.9％ 28.1％ 24.5％

中（331人） 77.3％ 35.3％ 19.9％ 16.6％ 14.2％

全体
（755人）

割合 73.8％ 37.6％ 23.3％ 23.0％ 20.0％

回答数 557 284 176 174 151

ゲーム機所持者のうち約４割（43.4%）が「ある」と

答えている。男子（58.5％）が女子（25.6％）を大き

く上回っている点、そして学年の上昇に伴い、ゲー

ム機によるネット利用経験が増す点に、顕著な特徴

がある。一方で、市街地（40.2％）、農業・漁業地域

（47.7％）という地域間に大きな差は認められない。

また、「オンラインゲーム」と「ゲームをダウンロー

ド」が54.3％と最も高く、ゲームをするためのゲーム

機という利用状況が表れている。しかし、「音楽のダ

ウンロード」（37.2%）「画像のダウンロード」（42.1%）

と、約４割の子どもが個人の趣味のためにもゲーム機

を利用していることがわかる。注目すべき点は、「サ

イトを見る」が24.1%（調査対象の子どもの約１割）

あり、ゲーム機能以外でパソコンやケータイと同じ使

い方をしている子どもたちがネット接続経験者の６割

（62.8%）もいることである。さらにフィルタリング

機能を付けているかどうかについては、「はい」と答

えたのはネット利用経験者のうち約１割（11.9%）で、

約６割は「よく分からない」と答えており、子どもた

ちにとってフィルタリングの認知度が低いことが分か

る。

　表１－５は「ゲーム機を使うとき、家の人とルー

ルを決めていますか？（複数解答可）」という問い

への回答結果であり、ゲーム機所持者のうち約半数

（50.3%）が「ルールなし」と答えている。

　表１－６は「このアンケートに対して、またその他

インターネット、ケータイに関することでご意見等あ

りましたらご自由にお書き下さい。」という形で、自

由記述を求めた結果である。被害体験、ネット・パト

ロール隊への質問や相談、要望、メッセージの４項目
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表１－４－１　ゲーム機によるインターネット利用経験

質問４．ネット利用経験はあるか

①ある ②ない

小（424人） 39.6％ 60.4％

中（331人） 48.3％ 51.7％

全体 割　合 43.4％ 56.6％

（755人） 回答数 328 427

有効回答数（783人） 41.9％ 58.1％

表１－４－２　学年別ゲーム機によるインターネット利用経験

質問４．ネット利用経験はあるか　《学年別》

①ある ②ない

小４（132人） 37.1％ 62.9％

小５（157人） 38.9％ 61.1％

小６（135人） 43.0％ 57.0％

中１（178人） 47.8％ 52.2％

中２（153人） 49.0％ 51.0％

表１－４－３　男女別ゲーム機によるインターネット利用経験

質問４．ネット利用経験はあるか　《男女別》

①ある ②ない

男子（400人） 58.5％ 41.5％

女子（347人） 25.6％ 74.4％

無記入（９人） 62.5％ 37.5％

表１－４－４　地域別ゲーム機によるインターネット利用経験

質問４．ネット利用経験はあるか《地域別》

①ある ②ない

市街地（455） 40.2％ 59.8％

農業・漁業地域（300） 47.7％ 52.3％

表１－４－５　インターネット活用状況

質問４-ⅰ．ネットで何をしたか(複数回答)

①オンライ
ンゲーム

②音楽をダウ
ンロード

③画像をダウ
ンロード

④ゲームをダ
ウンロード

⑤サイトを見る ⑥その他

小（168人） 53.6％ 35.7％ 35.1％ 60.7％ 19.6％ 6.5％

中（160人） 55.0％ 38.8％ 49.4％ 47.5％ 28.8％ 6.3％

全体
（328人）

割　合 54.3％ 37.2％ 42.1％ 54.3％ 24.1％ 6.4％

回答数 178 122 138 178 79 21

表１－４－６　ゲーム機をパソコンやケータイと同じ使い方をしている子どもの割合

ゲーム機をＰＣのように使っている子ども
（質問４-ⅰで②③⑤一つでも選択した子ども）

人数 割合

206人 62.8％(ネット接続可能ゲーム機所持者の28.3％)

表１－４－７　フィルタリング機能活用割合

質問４-ⅱ．フィルタリングの利用状況

①はい ②いいえ ③つけているかわからない

小（168人） 13.1％ 15.5％ 71.4％

中（160人） 10.6％ 40.0％ 49.4％

全体
（328人）

割　合 11.9％ 27.4％ 60.7％

回答数 39 90 199

表１－５　ゲーム機利用時の家庭内ルール

質問５．家庭のルール(複数回答)

①時間の長さ ②使用時間帯 ③姿勢 ④学習 ⑤その他 ⑥ルールなし

小（424人） 28.8％ 24.3％ 28.3％ 26.4％ 7.3％ 41.3％

中（331人） 17.5％ 10.3％ 11.5％ 11.8％ 4.2％ 61.9％

全体
（755人）

割　合 23.8％ 18.1％ 20.9％ 20.0％ 6.0％ 50.3％

回答数 180 137 158 151 45 380
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に分けて整理することができよう。被害体験では「死

ねと言われた」という誹謗中傷の被害、「PSP で画ぞ

うをとっていたら悪質な画像が出てきた」（原文のま

ま）という有害情報の被害、「チェーンメールが回っ

てきて嫌だった」というメール被害などの体験が寄せ

られた。また、ネット・パトロール隊への質問や相

談では「中学生が見てはいけないサイトはあります

か？」「悪質なサイトは消せないのか？」といった有

害情報に関する質問が寄せられた。ネット・パトロー

ル隊では出前授業の中で子ども達に、このようなサイ

トに関する情報を提供している。今回このような要望

が子ども達から出てきたことで、出前授業の必要性が

確認された。また「ケータイで GREE やモバゲーを

やっているが、放置しておいたら多額のお金がとられ

るのか？」という質問もあり、SNS の仕組みをよく

理解しないままに利用している子どもがいることが分

かった。

表１－６　自由記述（抜粋）
　

①被害体験について

・ ネットを見たら死ねと出てきた

・ オンラインゲームをやって「死ね」と言われた

・ チェーンメールがまわってきて嫌だった

・ PSP で画ぞうをとっていたら悪質な画像がでてきた

②質問や相談

・ どうやって監視しているのか？

・ 中学生が見てはいけないサイトはありますか？

・ 悪質なサイトは消せないのか？

・ ケータイでＧＲＥＥやモバゲーをやっているが、放置しておいたら多額の

お金がとられるのか？

・ 中学生はケータイを持ってはいけないのか？

③パトロール隊に対する要望

・ パトロール隊の人数を増やす。

④パトロール隊に対するメッセージ

・ 研究を頑張ってください。

・ 私達が安全にゲームやケータイを使えるようにこれからもよろしくお願い

します。

・ 今頃の子どもはゲームが大好きなので、こういうゲームの調査をするのは

とてもすばらしいと思います。

（2） 保護者の調査結果

　表２－１は「インターネットに接続可能なゲーム機

があることをご存じでしたか？」という問いへの回答

結果である。７割以上（75.0%）の保護者が「はい」

と答えており、ゲーム機でインターネットが利用でき

るという事実は知られつつあるが周知されているとは

いえない。

　表２－１は「質問１で「はい」と答えた方にお聞き

します。ゲーム機の「フィルタリング機能」をご存じ

でしたか？」という問いへの回答結果である。ネット

接続可能なゲーム機があることを知っている保護者の

うち、ゲーム機のフィルタリング機能を知っていると

答えたのは約４割（42.1%）だった。表２－３は「質

問１で「はい」と答えた方にお聞きします。ゲーム機

の「ペアレンタルコントロール機能」をご存じでした

か？」という問いへの回答結果である。ネット接続可

能なゲーム機があることを知っている保護者のうち、

ペアレンタルコントロール機能（ネットやアダルト

ゲームなどへの接続を拒否したりできる機能）を知っ

ていると答えたのは約２割（17.7%）だった。ネット

接続可能なゲーム機を買い与えている８割以上の保護

者がこの機能を知らないで使わせていた。

　表２－４－１から表２－４－４までは、「次に挙げ

るようなインターネット接続可能なゲーム機がご家庭

にありますか？」、「お子さんはそのゲーム機でイン

ターネットを利用していますか？」、「そのゲーム機

に「フィルタリング機能」をかけていますか？」、「そ

のゲーム機に「ペアレンタルコントロール機能」をか

けていますか？」という問いへの回答結果をまとめた

ものである。まず、インターネット接続可能なゲー

ム 機 と し て、PSP、PS3、DSi、DS、Wii、Xbox ９） な

どについては、全体の約９割（93.0%）が「ある」と
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答えている。また、自分の子どもがそのゲーム機でイ

ンターネットを利用しているかどうかの認識に関して

は、インターネット接続可能なゲーム機が家庭にある

保護者のうち、約２割が「はい」（14.4%）と答えて

いる。しかし、子どもは43.4％が利用していると答え

ており、その認識差は３割もある。さらに、ゲーム機

にフィルタリング機能をかけているかに関しては、イ

ンターネット接続可能なゲーム機が家庭にある保護者

のうち、「はい」が4.6%、「いいえ」が74.1％、「わか

らない」が21.3％だった。ゲーム機のフィルタリング

は利用者が自分で設定する必要があるため、「わから

ない」と答えた人はフィルタリング機能をかけてい

ないことが推測できる。子ども調査でも「はい」は

11.9% で、ゲーム機のフィルタリングの認知度が極め

て低いことが分かる。そしてゲーム機にペアレンタル

コントロール機能10）　をかけているかに関しては、イ

ンターネット接続可能なゲーム機が家庭にある保護者

のうち、「はい」は4.2％、「いいえ」は70.4％、「わか

らない」は25.3％だった。ゲーム機のペアレンタルコ

ントロール機能は利用者が自分で設定する必要がある

ため「わからない」と答えた人はペアレンタルコント

ロール機能をかけていないと思われるため、子どもた

ちは「ノーガード」のネット接続ゲーム機で興味や誘

惑に負けて勝手に使える危険な状況に置かれていると

いえよう。

　表２－５は「この活動に対して、その他ネット、

ケータイに関することでご意見やご相談等がありまし

たら是非お書き下さい。」という形で、保護者に自由

記述を求めた結果である。質問や相談、要望、メッセー

ジ、その他の４項目に分けて整理することができる。

要望の中では「機能のかけ方」「インターネット利用

のリスク」について知りたいという声が寄せられた。

（3）内閣府「青少年のゲーム機等の利用環境実態調

査」との比較

　内閣府の調査は我々の共同研究とほぼ同時期に行わ

れたものであり、同調査は、青少年のゲーム機等の所

有・利用状況を調査し、青少年のインターネット利用

表２－１　保護者によるインターネット
　　　　　　　接続可能ゲーム機に関する知識

質問１

はい いいえ

小（333人） 80.5％ 19.5％

中（240人） 67.5％ 27.1％

全体
（573人）

割　合 75.0％ 25.0％

回答数 430 143

表２－２　保護者によるゲーム機
　　　　　　　　「フィルタリング機能」の知識

質問２

はい いいえ

小（268人） 42.2％ 57.8％

中（162人） 42.0％ 58.0％

全体
（430人）

割　合 42.1％ 57.9％

回答数 181 249

表２－３　保護者によるゲーム機
　　　　「ペアレンタルコントロール機能」の知識

質問３

はい いいえ

小（268人） 16.0％ 83.6％

中（162人） 20.4％ 80.2％

全体
（430人）

割　合 17.7％ 82.3％

回答数 76 354

表２－４－１　インターネット接続可能
　　　　　ゲーム機の所持状況

質問４

はい いいえ

小（333人） 92.8％ 7.2％

中（240人） 88.3％ 11.7％

全体
（573人）

割　合 90.9％ 9.1％

回答数 521 52

表２－４－２　ゲーム機での子どものインターネット
　　　　利用に関する保護者による把握

質問４-ⅰ

はい いいえ わからない

小（309人） 15.2％ 82.8％ 1.9％

中（212人） 13.2％ 80.7％ 6.1％

全体
（521人）

割　合 14.4％ 82.0％ 3.6％

回答数 75 427 19
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表２－４－４　ゲーム機への「ペアレンタルコントロール機能」
設定状況

質問４-ⅲ

はい いいえ わからない

小（309人） 4.2％ 71.2％ 24.6％

中（212人） 4.2％ 69.3％ 26.4％

全体
（521人）

割　合 4.2％ 70.4％ 25.3％

回答数 22 367 132

表２－４－３　ゲーム機への「フィルタリング機能」設定状況

質問４-ⅱ

はい いいえ わからない

小（309人） 4.5％ 73.8％ 21.7％

中（212人） 4.7％ 74.5％ 20.8％

全体
（521人）

割　合 4.6％ 74.1％ 21.3％

回答数 24 386 111

表２－５　保護者による自由記述（抜粋）　

①質問や相談

・パソコン本体にフィルタリング機能を利用していればＰＳＰ等のゲーム機でもフィル

タリング機能が作動しているものと思っていましたが、どうでしょうか。( 無線ラン

を利用しています )。
・小６、中３、高２の姉妹がいますが、おもちゃ屋に行かないと接続できないと言って

います。

②要望

・家の人は、インターネットとかにはくわしくないので学校の方でどういう危険がある

のかわかりやすく教えてほしいです。

・機能のかけかたを知りたい。

・ゲームのことは子どもから話を聞いてもよく分からないので、もし本当に危ないこと

があるのなら、またこうして教えてくれたら嬉しく思います。

・今後もぜひこのような活動を続けてほしいと思います。私自身もインターネット利用

のリスクなどについて詳しく知りたいと思います。

・親より子どもの方がパソコンなど機械ものに詳しくなっているのが実情です。そのた

め、親は子どもに教えることができません。また、何をやっているのかもわかりませ

ん。できれば、ネットの怖さなどいろいろな事例を知っている方、パソコンに詳しい

方に子ども達へこういうことを知らせる機会を作ってもらえたらと思います。

③パトロール隊に対するメッセージ

・誹謗中傷やネットいじめがないか監視活動を行うことは、被害から子供達を守るた

め、これからも、さらに活動してほしいと思います。ネット・パトロール隊の方々、

よろしくお願いします。

・このようなプロジェクトの存在は親としては大変ありがたい存在です。家庭でも教え

てるつもりでも正直親自身もわかっていない部分も多いです。ぜひ皆様のような若い

方々のお力をこれからもお借りし、子どもたちへの教育のお力添えをお願いします。

④その他

・小中学生に“ケータイ”を持たせる必要はないと考えます。メールをダラダラとし

続けている姿は、大人も子供もみっともないと思います。連絡機能もしくは、安全確

保のための“ケータイ”であれば、必要最低限の機能だけのものにできないでしょう

か？子供たちがケータイでしか友達を作れないと思うと、親世代も反省が必要です。

便利さは両刀の剣だということをしっかり考えていただきたいと思います。

・ペアレンタルコントロール機能というのを始めて知りました。今後、利用したいと思

いました。

・子ども達に他者への愛情が乏しいのが問題であり、制限するのは限度があります。道

徳的教育を学校・家庭で力を入れるのが先決だと思います。

・親の方がインターネットに無知なので、子供のゲーム・ケータイを管理できないで

す。親もインターネットに関心を持たないといけないのかなぁ…と悩んでます。

・いかに規制し、依存中毒に至らせないか、社会問題でしょう。

・ゲーム機をはじめとして、子どものことを知る努力を、保護者はおこたってはならな

いと感じます。しっかりした判断力をつけるまでは、ネットや携帯の使い方などに目

を光らせる必要があると感じます。
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環境の整備に関する取り組みの効果的な検討を実施す

るための参考データを得ることを目的としている。表

３－１－１から表３－２－２にかけて、我々の調査と

の骨子・概略の比較をまとめた。

　表３－３は子どものゲーム機の所有状況について比

較したものである。内閣府の調査では全体の約９割の

子どもが何らかのゲーム機を所有している。また全体

の８ 割以上の子どもがネット接続可能なゲーム機を

所有している。「ネット接続可能なゲーム機の所有率」

は全国よりも青森県の方がやや高い。

　表３－４はゲーム機におけるネット利用について

比較したものである。内閣府の調査ではゲーム機を

所有している子どもの中で、ネットを「ゲーム機で

だけでネットを利用している」（6.0%）、「ゲーム機お

よびパソコンやテレビなどでネットを利用している」

（12.3%）で、ゲーム機からネットを利用している子

どもは合計18.3％である。「また全体で見ると16.6％の

子どもがネットを「ゲーム機で利用している」。ただ

・ケータイを持っている友達から、メールが来て、（親の）やりとりをしている中で、

ちょっとした、表現の食い違い（勘違い？）で、誤解を招いたことがあった。その

他、一方的にメールをよこすことがあった。それからは、会って相手の顔をみて話す

ようにさせました。メールや文字で伝えることの難しさを実感したようです。ケータ

イを与えている親もいるようですが、いろんな意味で未熟な子どもに使用させるのは

危ういと思います。

・今時珍しくパソコンがない我が家です。入試が終わるまでは買わないつもりですが、

小学校時代ゲーム機の購入、ソフトの購入で厳しくしたところ友達の話題についてい

けず本人はつらかったと言っています。ネット社会の中でパソコンなしというのは、

またそうなるのかなと不安なところもあります。

表３－１－１　調査設計に関する内閣府調査との比較

内閣府 パト隊

①調査地域 日本全国 青森県（弘前市・むつ市・五所川原市）

②対象者と標本数
○10～17歳の青少年2000人
○その保護者2000人

○小４～中２の青少年1182人
○保護者777人

③方法 個別面接聴取法 アンケート

④期間 平成22年12月９日～12月19日 平成23年１月

表３－１－２　有効回収数に関する内閣府調査との比較

内閣府 パト隊

子ども 1359人（68.9％） 783人（66％）

保護者 1387人（69.4％） 573人（83％）

表３－２－１　対応する調査項目（子ども）に関する内閣府調査との比較

内閣府 パト隊

① ゲーム機の所有状況 ネット接続可能なゲーム機の所有状況

② インターネットの利用 ゲーム機からのネット利用

③ インターネットの利用を制限する機能の使用 ゲーム機へのペアレンタルコントロール利用

④ 家庭のルール 家庭のルール

表３－２－２　対応する調査項目（保護者）に関する内閣府調査との比較

内閣府 パト隊

① ゲーム機の所有状況 ネット接続可能なゲーム機の所有状況

② インターネットの利用 ゲーム機からのネット利用

③ フィルタリングの利用 ゲーム機へのフィルタリング

④ インターネットの利用を制限する機能の使用 ゲーム機へのペアレンタルコントロール
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し、質問項目でネットの利用を「メールの設定やウェ

ブサイトの観覧、離れている人とのメッセージのやり

とりなど」と規定しているため、パト隊調査のように

「オンラインゲーム」「音楽をダウンロードする」「画

像をダウンロードする」「ゲームをダウンロードする」

項目が意識されなかったと思われる。そのため、青森

県では約4割の子どもが「ゲーム機でのネット利用経

験がある」と答えているため数値が、内閣部調査に比

べ高くなっている。しかし、ネット利用という視点か

ら見れば、パト隊調査の方がより実際に近い内容と考

える。

　表３－５はゲーム機におけるフィルタリングについ

て比較したものである。内閣府の調査では、ゲーム機

を持っていると回答した子どもで、フィルタリングを

「利用している」のは9.6％、「利用していない」のは

52.8％、「わからない」は24.4％である。

　分母が異なるため、単純な比較はできないが、フィ

ルタリングの利用率は、ほぼ同じと見てよい（青森県

のゲーム機所持者のうち、ネットに接続できないゲー

ム機を所持している子どもは3.6% のため）。また、調

査対象が青森（小４～中２）、内閣府（小４～高２）

と異なるため、青森では「わからない」が多く表れて

いると思われる。

　内閣府の調査項目には「インターネットが使えない

機種・設定になっている」という項目があり、それを

合わせると100％になる。

表３－３　ゲーム機の所有状況に関する内閣府調査との比較

内閣府 パト隊

ゲーム機の所有率 90.4％ 96.4％

ネット接続可能なゲーム機の所有率 87.0％以上（※1） 93.0％

（※１）内閣府の調査では「ネット接続不可能なゲーム機しか所持していない
子どもの割合」が不明なため、ネット接続可能なゲーム機の所有率を正確に出
すことはできない。しかし全体の割合から「その他のゲーム機（※２）を持っ
ている子どもの割合」と「いずれも持っていない子どもの割合」を引くことで
最低ラインは計算できる。（100％－9.6％－3.4％＝87.0％）

（※２）ネット接続不可のゲーム機を指す。

表３－４　ネット利用に関する内閣府調査との比較
　　　　　（＊質問内容が異なるため単純比較はできないため、参考としての比較である）

内閣府 パト隊

/ゲーム機所有者 18.3％ 43.4％

/有効回収数 16.6％ 41.9％

　表３－６はゲーム機利用時の家庭のルールについて

比較したものである。内閣府の調査では、なんらかの

ルールを決めている家庭（51.5％）と「特にルールを

決めていない」家庭（48.0％）がほぼ半々である。青

森県も全国調査とほぼ同じ値である。

　表３－７以降は、保護者対象のアンケート結果同士

の比較である。表３－７はゲーム機の所持状況につい

て比較したものである。内閣府の調査では全体の約９

割の保護者は子どもが何らかのゲーム機を所有してい

るとし、また、全体の８ 割以上の保護者は子どもが

ネット接続可能なゲーム機を所有していると回答し

た。青森県も全国とほぼ同じ値である。

　表３－８はゲーム機におけるネット利用について比

較したものである。内閣府の調査では、子どもがネッ

ト接続可能なゲーム機を所有していると回答した保護

者で、子どもがネットを『ゲーム機で利用している』

と回答した保護者は18.2％である。また、全体で見る

と16.5％の保護者が子どもはネットを『ゲーム機で利

用している』と答えている。子ども調査のゲーム機か

らのネット利用回答率とほぼ同じである。

　表３－９はゲーム機におけるフィルタリングについ

て比較したものである。内閣府の調査では、子どもが

表３－５　フィルタリング利用に関する内閣府調査との比較

内閣府（/ゲーム機所持者） パト隊（/ネット接続ゲーム機所持者）

利用している   9.6％ 11.9％

利用していない 52.8％ 27.4％

わからない 24.4％ 60.7％
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表３－６　家庭のルールに関する内閣府調査との比較

内閣府 パト隊

ルールあり 51.4％ 49.7％

ルールなし 48.0％ 50.3％

わからない   0.6％

表３－７　保護者によるゲーム機の所有認識状況に関する内閣府調査との比較

内閣府 パト隊

ゲーム機の所有認識率 89.2％

ネット接続可能な
ゲーム機の所有認識率

86.6％以上（※） 90.9％

※内閣府の調査では「子どもはネット接続不可能なゲーム機しか所持して
いないと回答した保護者の割合」が不明なため、ネット接続可能なゲーム
機の所有率を正確に出すことはできない。しかし全体の割合から「その他
のゲーム機を持っていると回答した保護者の割合」と「いずれも持って
いないと回答した保護者の割合」を引くことで最低ラインは計算できる。

（100％－10.8％－2.6％＝86.6％）

ゲーム機を持っていると回答した保護者で、フィルタ

リングを「利用している」のは12.8％、「利用してい

ない」のは60.8％、「わからない」は7.4％である。

　子どもの調査では、両調査とも10% 前後で（分母

が異なっていた）であったが、保護者の調査では、青

森県は全国に比べ利用率が低くなった。

　表３－10はゲーム機におけるペアレンタルコント

ロール機能の利用について比較したものである。内閣

府の調査では、子どもがゲーム機を持っていると回

答した保護者で、ペアレンタルコントロール機能を

「利用している」のは8.7％、「利用していない」のは

65.5％、「わからない」は6.7％である。青森県は全国

に比べ利用率が低い。

４　結論と提言

　本稿において、ゲーム機によるネット利用の実態を

明らかにする目的で実施した、質問紙調査の結果並び

に考察の要点を整理すると次のようになる。

　第一に、93.0% の子どもがネットに繋がるゲーム機

を所持し、そのうち43.4% の子どもがゲーム機からイ

ンターネットを利用していた。ケータイ所持率は、小

５－11％、中２－28％（2010年1月調査）で都市部に

比べて低い青森県であるが、ゲーム機でのネット接続

経験者は小５－38.9%、中２－49.0% である。

　さらに注視すべきは、ゲーム機でのネット利用者の

内「サイトを見る」（24.1%）、「音楽をダウンロード

する」（37.2%）「画像をダウンロードする」（42.1%）

と、ゲーム機能以外でパソコンやケータイと同じ使い

表３－８　ゲーム機によるネット利用に関する内閣府調査との比較

内閣府 パト隊

/ネット可のゲーム機所持者 18.2％ 14.4％

/有効回収数 16.5％ 13.0％

表３－９　ゲーム機によるフィルタリング利用に関する内閣府調査との比較

内閣府 パト隊

利用している 12.8％   4.6％

利用していない 60.8％ 74.1％

わからない   7.4％ 21.3％

表３－10　ゲーム機によるペアレンタルコントロール機能利用に関する内閣府調査との比較

内閣府 パト隊

利用している   8.7％   4.2％

利用していない 65.5％ 70.4％

わからない   6.7％ 25.3％
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方をしている子どもが62.8%、ネット接続可能ゲーム

機所持者の３割（28.3%）もいることである。この結

果は、ゲーム機がケータイと同じくネット接続の端末

として利用されつつあるという構図が明らかになっ

た。

　現在販売されているゲーム機のほとんどはインター

ネット接続可能であり、今後発売予定のゲーム機も当

然ネット接続が可能である。子どもたちの口コミで

ゲーム機のゲーム機能以外のネット利用の「活用」が

広がれば、今後ネット利用の割合は増加していくこ

とが推測できる。しかし、ポータブルで子どもたち

に主力の DS や PSP は、家庭に無線 LAN がなければ

直接ネットにつなぐことができないため ( パソコンの

USB 端子に Wi-Fi コネクターをつけて受信する方法

もある）、ネット利用の増加は家庭での無線 LAN の

普及と比例する。ところが問題は、無線 LAN を使用

している家のセキュリティーをかけてない電波を拾っ

たり、商店街の無線 LAN から電波を拾ったりして遊

んでいる子どもたちがいることである。

　また、危惧されることは、自分の子どもが所持して

いるゲーム機からネットを利用していると答えた保護

者は14.4% と少なく、子どもの実際との認識差が３割

もあり、保護者が子どものネット利用の実態を把握し

きれていないことである。したがって、ゲーム機は

ゲーム機能のみでなくネットの端末になりつつあると

いう認識を大人は共有する必要がある。

　第二に、インターネット接続可能なゲーム機が家庭

にある保護者のうち、ゲーム機のフィルタリング利用

者は4.6%、ゲーム機のペアレンタルコントロール機

能設定者は4.2％と極めて低く、これらの認知度も前

者が約４割（42.1%）、後者が約２割（17.7%）であっ

た。したがって、子どもたちは「ノーガード」のネッ

ト接続ゲーム機を勝手に使える危険な状況に置かれ

ていることを直視する必要がある。この危険な環境を

改善するための保護者への啓発活動が緊急な課題であ

る。

　第三に、各質問項目における男女差と地域差につい

ては、男子が女子を上回っていたが、市街地域と農

業・漁業地域の差は特に認められなかった。

　第四に、子ども達の自由記述から、有害情報、誹謗

中傷、メールによる被害事例が確認できた。ゲーム機

で有害情報の被害に遭ったという体験も寄せられた。

今後、ゲーム機を利用した被害や恐怖体験の調査の必

要性が関係者に求められる。

　第五に、子どものゲーム機でのネット利用は主に

ゲーム系（「オンラインゲームをする」「ゲームをダウ

ンロードする」）とダウンロード系（「ゲームをダウン

ロードする」「音楽をダウンロードする」「画像をダウ

ンロードする」）であった。情報発信問題と共に「違

法サイト」からのダウンロードによる著作権侵害問題

が起きる恐れが大きい。特に小・中学生への著作権教

育が遅れているため、加害者になることも含めて啓発

することが求められる。

　

　ゲーム機におけるネット利用の割合は学年が上がる

ほど増加している一方、家庭での「ルールなし」の割

合も学年が上がるほど増加している。これはパソコ

ンやケータイでの家庭のルール決めと共通している。

ネット依存、ゲーム依存の対策の決め手は家庭での

ルールの設定にあるため、学校、保護者の連携による

ルールづくりの推進が求められる。ゲーム機のルール

の中に「使用内容のルール」がないことは、前述のよ

うに保護者がゲーム機からネットに繋げ有害情報等の

被害に遭遇するという認識が低いことにあると思われ

るため、この面での啓発も必要といえる。（本調査で

は選択項目に「使用内容のルール」を特に設けなかっ

たが、「内閣府調査2011年」では設けており、6.2% と

他項目より低い）

　2009年４月に制定された「青少年が安全に安心して

インターネットを利用できる環境の整備等に関する法

律」の趣旨を踏まえるならば、ゲーム機販売会社、販

売店は、販売時にゲーム機のペアレンタルコントロー

ル機能とフィルタリングの説明を行う義務がある。し

たがって、この点での販売会社と販売店の社会的責任

が求められる。また、保護者は設定の責務を負う。そ

のため、本調査の結果を踏まえ関係機関に働きかける

必要がある。

　最後に、本調査に協力いただいた青森県内小学校・

中学校の児童生徒の皆さん、そして保護者の皆様に深

く感謝申し上げます。また津軽・下北地区の学校抽

出・紹介にあたりご協力・ご助言をいただいた教育委

員会の皆様に深く感謝致します。そして日頃より本プ

ロジェクトの活動に多大なるご協力・支援とご理解・

御配慮を頂いている弘前大学当局に心より感謝申し上

げます。
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８） オンライン対戦とは「WiFi に接続しています」などと表示

される、インターネットを使った対戦のことをさす。赤外

線通信を使った対戦を含まない。

９） それぞれの正式名称あるいは読み方を以下に示す。PSP

（Play Station Portable）、PS3(Play Station ス リ ー )、

DSi(Dual Screen アイ《 ディーエスアイ》) 、DS（Dual 

Screen）、 Wii( ウィー )、 Xbox（エックスボックス）。

10）ペアレンタルコントロール機能とは、保護者が子どもの

ゲーム機の使用や購入を制限する、各種コンテンツの使

用を制限する等の機能である。その例として、ゲームソ

フトの年齢制限を行い、使用範囲を定めることや、Web

ショップでの商品・ゲームの購入を制限することができ

る。
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